


大本いろは

「天
てんごく
国 廿

にじゅうはち
八」

「御
ぎょ
 遊
ゆう
」

【表面の穴や刻線】

　耀盌の表面には、無数の穴が穿
うが
たれてい

ます。この穴は、王仁三郎が祈りを込めて
穿ったものです。また、高台の回りや胴の
部分には、フォークでつけた３本の刻線が
みられます。
　こうした穴や刻線による凹凸はさまざま
な角度で光を反射し、耀盌をさらに輝かせ
ています。

　「
耀
盌
」
と
は
？
　

　
耀よ
う
わ
ん盌
は
、
大
本
の
教
祖
の
一
人
、
出
口

王
仁
三
郎
聖
師
が
七
十
三
歳
の
最
晩
年
に

作
っ
た
楽
焼
き
茶
盌
で
す
。

　
え
ん
じ
、
る
り
、
黄
、
緑
な
ど
の
あ
ざ

や
か
な
色
が
特
徴
で
、
昭
和
十
九
年
末

か
ら
わ
ず
か
一
年
三
カ
月
の
間
に
、
約

三
千
六
百
も
の
茶
盌
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　
王
仁
三
郎
は
土
を
こ
ね
、
形
を
作
り
、

色
を
付
け
、
一
つ
一
つ
の
作
品
に
祈
り
を

こ
め
て
作
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
出
来
上

が
っ
た
茶
盌
を
「
こ
れ
は
宝
玉
だ
」
と
、

訪
れ
た
人
々
に
お
し
げ
も
な
く
手
渡
し
ま

し
た
。

　
王
仁
三
郎
は
こ
の
茶
盌
に
、〝
天
国
〞
と

い
う
銘
を
数
多
く
つ
け
て
い
ま
す
。
平
和

を
願
い
、
祈
り
を
こ
め
た
耀
盌
は
、
多
く

の
人
を
勇
気
づ
け
る
希
望
の
光
と
な
り
ま

し
た
。

　
獄
中
で
練
ら
れ
た
構
想
　
　

　
昭
和
十
年
か
ら
始
ま
っ
た
政
府
に
よ
る

弾
圧
（
第
二
次
大
本
事
件
）
に
よ
り
、
王

仁
三
郎
は
投
獄
さ
れ
、
六
年
八
カ
月
も
の

間
、
獄
中
生
活
を
送
り
ま
し
た
。

　
過
酷
な
環
境
に
あ
り
な
が
ら
も
、
独
房

の
な
か
で
、
王
仁
三
郎
は
森
羅
万
象
を
思

い
描
き
ま
し
た
。
空
想
の
中
で
、
茶
盌
作

り
の
構
想
を
練
り
上
げ
て
い
た
の
で
す
。

　
出
所
か
ら
数
年
後
の
昭
和
十
九
年
の

十
二
月
末
。
王
仁
三
郎
は
、
そ
れ
ま
で
思

い
描
い
て
い
た
構
想
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
全

て
を
注
ぎ
込
ん
で
、
楽
焼
き
茶
盌
を
作
り

始
め
ま
し
た
。

「天
てんごく
国 廿

にじゅうはち

【表面の穴や刻線】

鑑賞のポイント　　
　　　　その１

　
海
外
か
ら
高
い
評
価

　　
昭
和
四
十
七
年
、
耀
盌
は
海
を
渡

り
ま
す
。〝
芸
術
の
都
〞
フ
ラ
ン
ス
の

パ
リ
市
・
セ
ル
ヌ
ス
キ
美
術
館
で
、「
出

口
王
仁
三
郎
お
よ
び
そ
の
一
門
の
作

品
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

作
品
展
は
髙
い
評
価
を
受
け
、
当
初

六
週
間
の
予
定
が
二
カ
月
に
ま
で
延

長
さ
れ
ま
し
た
。
マ
ル
セ
イ
ユ
で
は
、

地
元
の
新
聞
に
「
天
国
を
映
し
出
し

た
茶
盌
」
と
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、　
諸
外
国
か
ら
の
開
催
の

申
し
入
れ
が
相
次
ぎ
、
フ
ラ
ン
ス
・

イ
ギ
リ
ス
・
オ
ラ
ン
ダ
・
ベ
ル
ギ
ー
・

ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
と
、
合
計
六

カ
国
で
作
品
展
が
開
催
さ
れ
、
約

二
十
五
万
人
の
人
々
が
来
場
し
ま
し

た
。

「瑞
みず
 垣
がき
」

「月
つき
」

【あざやかな色彩】

　焼き物に複数の色を一度につけると、そ
れらは混ざり、焼き上がりの色はたいてい
濁ってしまいます。しかし、耀盌は一つひ
とつの色がとても鮮やかです。
 「どうしたらこんな色になるのか」その不
思議さは、専門家が首をかしげるほどです。

【さまざまな銘】

　耀盌には、「天国」をはじめ、「天つおと
め」「潮音」「だいだい」「翁」など、さま
ざまな銘がつけられています。
　耀盌を観賞するとき、それぞれの銘にも
注目して、イメージを深めてみましょう。

　
明
日
の
茶
盌
「
耀
盌
」

　
王
仁
三
郎
が
昇
天
し
た
翌
年
の
昭
和

二
十
四
年
、
陶
芸
評
論
家
・
加
藤
義
一
郎

は
、
王
仁
三
郎
の
茶
盌
を
見
て
非
常
に
驚

き
、『
そ
の
色
彩
と
リ
ッ
チ
さ
、
茶
盌
の
姿
、

芸
と
人
格
、
天
才
』
と
、
そ
の
日
の
日
記

に
記
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、美
術
専
門
誌
『
日
本
美
術
工
芸
』

に
「
耀
盌
顕
現
」
と
題
し
て
発
表
。

 

「
絵
は
南
欧
の
陽
光
の
下
に
生
ま
れ
た
、

後
期
印
象
派
の
点
描
を
偲
ば
せ
、
ル
リ
・

緑ろ
く
し
ょ
う
青
・
黄
土
・
エ
ン
ジ
・
ゴ
フ
ン
な
ど
、

み
な
日
本
離
れ
し
た
冴
え
に
か
が
や
く
。

こ
と
に
刷
き
上
げ
る
エ
ン
ジ
の
色
は
妙
え

に
美
し
い
」

と
評
し
、
一
躍
脚
光
を
浴
び
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
「
こ
れ
こ
そ
明
日
の
茶
盌
で
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
し
て
、
王
仁
三
郎
の

茶
盌
を
「
耀
盌
」
と
命
名
し
ま
し
た
。
こ

の
〝
耀
〞
は
、
星
の
輝
き
を
意
味
し
ま
す
。

【さまざまな銘】

鑑賞のポイント　　
　　　　その３

【あざやかな色彩】

鑑賞のポイント　　
　　　　その２


